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巻 頭 言
研 究 に 取 り組 む 姿 勢 一 い つ で も 夢 を 
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平成15年 度 も終わり近づき、平成16年 度よりいよいよ国立大学も独立行政化を向かえます。 これ と共
に、今後の大学運営に関し、新たな期待 と一抹の不安 との入 り交 じった思いを多くの方が持たれていると思
います。 しか し、大学の使命である研究 ・教育 ・社会 ・国際貢献はどのような立場であれ、更に推 し進める
必要があります。
研究に取 り組む姿勢として、私は確か大学の入学式での新入生に対するはなむけの言葉 としてであったと
思いますが、第11代 大阪大学総長の山村雄一先生が述べ られた 「夢みて行い、考えて祈る。」が忘れ られな
い。「これは何故であろ う。これを解明したい。」と絶えず疑問に思い、また、「こうい う事が実現できれば素
晴らしいであろう。」と絶えず夢を見る姿勢が必要である。そ して、直 ぐさま、実現に向けて実行する事が肝
要である。余 り結果を深 く考え、こうい うときはどうなるのであろ うとか失敗を恐れて実行を しなければ先
に進まない。 とにか く実現に向けて研究を実行することが大事で、それから、その結果について考えれば良
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